


１年間ＣＳの委員として活動したことで、この仕
組みは「先生方の想いをきちんと理解すること」
が重要と改めて認識した。

「学校への敷居」が話題となっているが、低くするひ
とつの方策は「学校へ来るきっかけを作る」ことでは
ないか。みんなが来やすいきっかけを考えなければ。

「あいさつ」の取組では、子どもと大人の認識の差
がある。子どもたちと「望ましいあいさつの姿」を
共通理解し、地域に拡げていく流れも考えられる。

「読書」は、何のためにやるのか。なんとなく「良いも
の」で終わっていないか。具体的にどんな力がつい
たり、価値があるのか。改めて学ぶ必要がある。

取組に参加いただく大人に「取組の目的」をき
ちんと理解いただくことが必要。コミュニケー
ションを狙った「茶飲み話」をする機会も有効。

学校評価は、次の年につなげることが重要だと
思う。課題をお話いただいたことが、次の年に
生きてくるのではないか。


